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本日の内容

◼ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）について

◼ 新型コロナウイルス流行状況

◼ 感染症の基本

◼ 感染防止対策

➢ 標準予防策／感染経路別予防策

➢ 衛生管理



新型コロナウイルス感染症（COVID-19）とは

新型コロナウイルス
＝

SARSｰCoVｰ2

新型コロナウイルス感染症診療
の手引き 第7.0版



伝播様式

新型コロナウイルス感染症診療の手引き 第7.0版



潜伏期・感染可能期間 ＊オミクロン株

潜伏期： 2 ～ 3 日
（曝露から7 日以内に発症する者が大部分ー経験的には2日）
発症前から感染性があり，発症から間もない時期の感染性が高い
⇒市中感染の原因

＊国立感染症研究所. SARS-CoV-2 の変異株B.1.1.529 系統（オミクロン株）の潜伏期間の推定：暫定報告．2022.1.14.

ウイルス増殖： SARS-CoV-2 は上気道と下気道で増殖
重症例ではウイルス量が多い

ウイルス排泄期間：発症から３～４週間（感染性があることと同義ではない．）

感染可能期間： 発症2 日前から発症後7 ～ 10 日間程度と
血液，尿，便から感染性のあるSARS-CoV-2 検出は稀

新型コロナウイルス感染症診療の手引き 第7.0版より改編



入院を要したオミクロン株感染者の重症度等調査

ワクチン接種者：63症例／ワクチン未接種者：61症例
年齢中央値 31歳（四分位範囲18-47歳）←高齢者が含まれていない

退院までの全経過における重症度（ワクチン接種者・未接種者ともに）

◆ 無症状 27例（21.4％）
◆ 軽症 92例（73.0％）
◆ 中等症Ⅰ 6例（4.8%）
◆ 中等症Ⅱ 1例（0.8%）

呼吸器検体における感染性ウイルス検出率（ワクチン接種者・未接種者ともに）

◆ 診断もしくは発症後5日目から10日目にかけて低下
◆ 10日目以降感染性ウイルスがほとんど検出されなくなる

中和抗体
ワクチン未接種者→感染後にオミクロン株に特異的な中和抗体が誘導
ワクチン接種者 →感染後に従来株とオミクロン株の双方に中和能を有する交差中
和抗体が誘導される傾向があることが示唆された。

調査期間：2021年11月29日～2022年1月13日

SARS-CoV-2 オミクロン株感染による新型コロナウイルス感染症の積極的疫学
調査（第6報）：ウイルス学的・血清学的特徴

無症状

軽症

中等症Ⅰ 中等症Ⅱ







オミクロン株に対するワクチン効果

 ファイザー社及びモデルナ社のワクチンのオミクロン株に対する発症予防効果は

デルタ株より低く、2回目接種から2～4週間後は65～70％であったところ、20

週間後には10%程度に低下することが示唆。

 追加接種することにより、その2～4週間後には発症予防効果が60～75％程

度に高まり、一時的に効果が回復することが示唆。

 15週後以降はその効果が25～40％になるというデータもあり、効果の持続期

間については、引き続き情報を収集していく必要がある。

 米国で実施された調査結果では、オミクロン株に対して、ファイザー社のワクチン

を用いた追加接種の発症予防効果は約65%、モデルナ社のワクチンを用いた

追加接種の発症予防効果は約69%であったと報告されている。

英国健康安全保障庁（UKHSA）の報告（2022年2月3日時点）



5～11歳小児への
新型コロナウイルスワクチン接種に対する考え方（改編）

子どもをCOVID-19から守るためには、

周囲の成人（子どもに関わる業務従事者等）への新型コロナワクチン接種が重要

基礎疾患のある子どもへのワクチン接種により、COVID-19の重症化を防ぐことが期待される。
本人の健康状況をよく把握している主治医と養育者との間で、接種後の体調管理等を事前に相談することが望ましい。

詳細参照：http://www.jpeds.or.jp/modules/activity/index.php?content_id=409

5～11歳の健康な子どもへのワクチン接種は12歳以上の健康な子どもへのワクチン接種と同様に
意義があると考えています。
健康な子どもへのワクチン接種には、メリット（発症予防等）とデメリット（副反応等）を本人と
養育者が十分理解し、接種前・中・後にきめ細やかな対応が必要です。

日本小児科学会 予防接種・感染症対策委員会
2022年1月19日

2022年3月16日改訂
https://www.jpeds.or.jp/modules/activity/index.php?content_id=404





感染症法の分類と措置

東洋経済オンラインよりhttps://toyokeizai.net/articles/-/374771



COVID-19検査陽性者数の推移（海外）

https://ourworldindata.org/covid-cases?country=USA~GBR~DEU~FRA~JPN



COVID-19関連死亡者数（海外）

https://ourworldindata.org/covid-deaths?country=USA~GBR~DEU~FRA~JPN



COVID-19検査陽性者数推移・年代別（国内）

https://covid19.mhlw.go.jp/extensions/public/index.html



COVID-19死亡者数推移・年代別（国内）



COVID-19変異株の推移

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/vie

wer.html?pdfurl=https%3A%2F%2Fwww.mhlw.g

o.jp%2Fcontent%2F10900000%2F000913474.pdf

&clen=12166045&chunk=true



今後・・・

➢ 第６波はイギリス・フランス・アメリカから約３週間遅れで発生。

➢ ３カ国で第７波らしき立ち上がりが・・・。



感染症の基本

厚生労働省資料



感染対策の基本：標準予防策

厚生労働省資料



感染対策の基本：標準予防策

厚生労働省資料



標準予防策の概要

① 手指衛生

② 個人防護具の使用

③ 呼吸器衛生・咳エチケット

④ ケアに使用した器材・器具・機器の取り扱い

⑤ 周辺環境整備およびリネンの取り扱い

⑥ 患者配置：保育ユニットの組み方・配置

⑦ 安全な注射手技

⑧ 腰椎穿刺時の感染予防策

⑨ 血液媒介病原体曝露防止



手指衛生の基本（手技）



手の消毒・手洗い6つのタイミング



個人用防護具
Personal protective equipment： PPE

© MEDIUS HOLDINGS Co., Ltd.



スパコン「富岳」による飛沫シミュレーション

咳をした直後は大きな飛沫が飛んでいる

エアロゾルは20秒たっても空中に漂う

日経新聞より
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO66795930Q0A131C2000000/



咳エチケット



PPE着脱の順番



感染対策の基本：SP＋感染経路別予防策

飛沫感染対策接触感染対策 空気感染対策



感染経路とは



感染経路とは



COVID-19感染対策は高齢者・基礎疾患有病者対応

✓ ワクチン接種可能な方は接種推奨

✓ 感染疑い者が発生したら生活ス

ペースを隔離する



スパコン「富岳」による飛沫シミュレーション

咳をした直後は大きな飛沫が飛んでいる

エアロゾルは20秒たっても空中に漂う

日経新聞より
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO66795930Q0A131C2000000/



マスク着用の効果



正しいマスクの装着（サージカルマスク）

①

②

③

Copyright ©  Medicom



正しいマスクの装着（サージカルマスク）

Copyright ©  Medicom



正しいマスクの装着（N95マスク）

①

②

③

④

ゴムをくぐらせてカップを持つ

上のゴムは上へ

下のゴムは下へ

両手でマスク全体をおおい、息を強く出
し空気が漏れていないかチェックする

Copyright ©  Medicom



N95マスクの管理

資料：山梨県医療機関の感染管理に関する検討会

フックにつるして管理

密封しない

再使用（数回）する場合は、
N95マスクの上からサージカルマスクで飛沫の汚染を防止



感染症発生時対応と罹患後における登園時の対応

◆ 流行時期と地域の流行状況を把握

➢ ニュース・香川県感染症情報

（https://www.pref.kagawa.lg.jp/yakumukansen/kansensyoujouhou/kfvn.html）

◆ 感染症の疑いのある子どもへの対応

➢ 咳・発熱・発疹・下痢・嘔吐

◆ 感染症発生時の対応

➢ 子・職員のワクチン接種歴→感染拡大の予測

➢ 清掃・消毒→感染拡大防止

➢ 曝露者（近くにいた子・職員）の把握→感染発症予測

◆ 罹患後における登園時の対応

➢ 流行につながらないか、医師の指示

https://www.pref.kagawa.lg.jp/yakumukansen/kansensyoujouhou/kfvn.html


COVID-19の症状とクラスター発生防止

流行期に症状があれば早めに対応

オミクロン株では

鼻汁

頭痛

倦怠感

咽頭痛など 感冒様症状

嗅覚・味覚障害の症状の頻度が減少

症状あり

症状無し
潜伏期間
無症候感染





出典：内務省衛生局編『流行性感冒 「スペイン風邪」大流行の記録
（東洋文庫778）』（平凡社、2008年）

「流行性感冒」 内務省衛生局著 (1922.3)

感染対策は同じ
昔も今も



提案：職員欠勤などの被害を最小に

感染拡大期を限定

ユニットを作って園内で人の交流を避ける。
例）クラス担当職員をきめて濃厚接触者の
範囲を限定





濃厚接触者の特定と行動制限・待機期間の見直し
2022/3/16

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部

1. 同一世帯で発生した場合

濃厚接触者を特定し行動制限。

待機期間、原則7日間だが4・5日目の高原定性検査キットで陰性確認後5日目から

解除可能

2. 事務所等で発生した場合

一律に濃厚接触者の特定と行動制限を求める必要ない・・・・。

3. 入院医療機関等で発生した場合

濃厚接触者の特定と行動制限を求める（同様）

4. 保育所、幼稚園、小学校等で発生した場合

濃厚接触者の特定と行動制限は、保健所と児童福祉部局等が連携して、自治体毎

に方針を決定

濃厚接触者となった従事者は待機期間中においても、一定条件の下、毎日の検査に

よる陰性確認によって業務受持を可能とする。



感染対策の基本：衛生管理

◆ 保育室

◆ 手洗い

◆ 食事・おやつ：大量調理マニュアル（厚労省）

◆ 調乳・冷凍母乳

◆ 歯ブラシ

◆ おもちゃ→できるだけ洗える・拭けるものに

◆ 寝具

◆ おむつ交換→使い捨て手袋

◆ トイレ

◆ 砂場

◆ 庭園

◆ プール





通常清掃：新型コロナウイルスに有効な界面活性剤が含まれている製品リスト

https://www.nite.go.jp/information/osirasedetergentlist.html

アルコール・次亜塩素酸の散布はやめましょう。

⚫ スプレーorぬらして
⚫ 原液のまま
⚫ 二度拭き不要





嘔吐物・排泄物の処理

嘔吐の時が感染拡大

曝露の職員は48時間後の発症リスクを考慮



https://www.city.meguro.tokyo.jp/kurashi/hoken_eisei/shinryo/yobo/jiaensosann

atoriumuekinotukurika.html

実際には8ml



お掃除のポイント

手がよく触れるところは、必ず汚れている

ドアノブ・テーブル・トイレ周りの清
掃は、ハイター（200ppm）で拭く





COVID-19 PCR検査

事前確率高い（感染疑いが高いとき）→陽性的中率90％程度

“ 低い時 →陽性的中率40～60％



感染症が発生したときの対応

• 他の園児の健康を守るために、すばやく冷静に適切な対応
をとることが重要です。

• 感染症発生時の対応として

① 発生状況の把握、記録の確認

② 感染拡大防止

③ 園医への相談

④ 行政への報告

⑤ 保護者への説明と協力

初めが肝心



保育施設のための感染対策 まとめ

➢地域の流行状況を把握する

➢感染症の基本を知る

➢標準予防策・感染経路別予防策を遵守する

➢感受性対策：ワクチン接種の推進

➢手指・口腔衛生などの教育

➢環境等、衛生管理

➢感染症発症時の対応

➢子・職員対応


